




要約:当院 NICU で、1981～1989 年に入院治療した新生児敗血症・髄膜炎 148 例中、在胎 37

週以上の正期産児は43 例であった。このうち死亡例、多発奇形例、また里帰り分娩などの

ため 1年以上経過観察できなかった例などを除く 21 例について 1年間の成長をみた。敗血

症 13 例(男 7、女 6)、髄膜炎 8例(男 7、女 1)のうち、出生体重 2,500g 未満の児は 3割、

2,500g 以上の児は 18 例であった。12 ヵ月時の身長・体重は全例とも一 1S.D.以上の正常

域にあった。頭囲は全例一 2S.D.以上の正常域にあった。家庭において養育上、特別な問

題はなかった。 


